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研究成果の概要（和文）：ユダヤ教におけるマイノリティの問題に関連する原典資料（ヘブライ

語、アラム語）を、時代、地域、ジャンルを問わず収集、精読、分析し、日本語と英語に翻訳

したうえで、データベースの構築を目指した。データベースはほぼ完成し、現在一般公開へ向

けて準備中である。さらに、このデータベースを十分に利用して、ユダヤ教の人間観に関する

包括的な図書の執筆も進めている。 
 
研究成果の概要（英文）：We gathered primary texts (in Hebrew and Aramaic) related to the 
problem of minorities in Judaism without regard to era, region or genre, read them 
carefully, analyzed them, translated them into Japanese and English, and registered them 
in a database. The database is almost completed, and we are currently preparing to open it 
to the general public. By making full use of this database, we are also composing a 
comprehensive book on the nature of the Jewish view of humankind. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００８年度 16,600,000 4,980,000 21,580,000 

２００９年度 16,000,000 4,800,000 20,800,000 

２０１０年度 16,000,000 4,800,000 20,800,000 

２０１１年度 16,000,000 4,800,000 20,800,000 

２０１２年度 16,800,000 5,040,000 21,840,000 

総 計 81,400,000 24,420,000 105,820,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学、宗教学 
キーワード：ユダヤ学、ユダヤ教 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 国内における未熟なユダヤ教理解 

国内においては、ユダヤ教研究は依然萌芽
状態であり、個々の研究者の関心に限定され
た研究が断片的に行われていた。ヘブライ語
聖書以来、幾多の困難を乗り越えて現在に力
強く生き延びたユダヤ教の文学遺産を原典
から学術的、包括的に研究するプロジェクト
はなかった。 

何よりも欠けていたのは、ヘブライ語聖書

成立以降のユダヤ教文化の発展に関する知
見であり、ミシュナ・タルムード等、中世以
降のユダヤ文化の骨格を形づくる文献にお
いて、ユダヤ教の姿を原典に即して提示する
ことが求められていた。キリスト教(とりわ
け西方教会)を中心とした宗教史観、歴史観
を相対化すると共に、宗教研究をより包括的
な水準に引き上げる為にも、キリスト教・イ
スラームに寄り添いつつ発展してきたユダ
ヤ教の文化意識を、広い射程から捉える研究
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が必要とされていた。 
 
(2) ユダヤ教を軸としたマイノリティ研究
の必要性 

海外のユダヤ教研究では、自身が他者から
「差別」「阻害」されるマイノリティであっ
たことには高い関心は寄せられてはいるが、
ユダヤ教内部の「マイノリティ」はあえて取
り上げられることはなかった。 

現代社会においては、かねてから人間性の
疎外が憂慮されている。特に、外国人、移民、
同和問題、障がい者、性的マイノリティ、子
ども等、様々なマイノリティへの尊厳が確立
しているとは言い難い状況である。 

ユダヤ教の莫大な文学遺産を対象に、世界
のユダヤ教研究において顧みられなかった
「ユダヤ教内部のマイノリティ」という視点
から、関連する言説を収集し、分析すること
によって、現代社会が直面するマイノリティ
を含めた人間性への問いに対して提言を発
する必要があった。 
 
 
２．研究の目的 
(1) ユダヤ教におけるマイノリティ観の収
集と分析 
本研究は、上記のような状況を鑑み、歴史
を通じて「マイノリティ」としての存在を余
議なくされたユダヤ教内部での様々な「マイ
ノリティ」の在り方とその変遷を分析、理解
することによって、様々な問題に直面する日
本をはじめとする現代社会において、いかに
たくましい人間として存在するか、そして、
いかに人間としての尊厳を維持するかにつ
いての提言を行うことを目的とした。 
 
(2) ユダヤ教における人間観の重要性 

構想段階で前提としたのは、ユダヤ教が人
間に対する思索を中心として発展してきた、
という確信である。ユダヤ教の「世界観」や
神に対する思索、所謂「ユダヤ神学」を取り
扱うこともできただろうが、現在までの研究
を通じて確信されていたのは、何よりも人間
の概念がユダヤ教文化の理解の要であると
いうことである。ユダヤ教は人間をどのよう
に理解してきたのか？ これを理解すること
は、ユダヤ教を単に宗教的な思弁としてでは
なく、実際に数多の人々によって生きられた
文化として捉えることを意味する。 
 
 
３．研究の方法 
(1) データベース構築 

ユダヤ教はその長い歴史のなかで膨大な
文献を生み出し、かつそれを保持し続けてき
た。ユダヤ教の人間観を包括的に提示するに
あたってまず問題となるのは、対象となる文

献の途方もない広がりである。 
これに即した研究方法として、本研究は文

献データベースの構築をひとつの目標に据
えた。「人間」に関するキーワードを中心に
膨大なユダヤ文献の中から様々な発言を拾
い集めてくることで、地域的・時代的限定の
ないユダヤ教の人間観の中核部分が浮き彫
りになるはずである。 
具体的には、ヘブライ語聖書、紀元前後の
ラビ・ユダヤ教文献、中世ユダヤ思想文献、
神秘主義文献、近現代のユダヤ思想家や作家
の著作等の膨大な文献を渉猟して、文献内に
出てくる「マイノリティ」に関する言説を収
集することにある。全時代を通じたユダヤ教
文献を対象とし、原語（ヘブライ語、アラム
語）、英語訳、日本語訳の 3 言語による構築
を目指した本データベースは、日本のみなら
ず世界のユダヤ教研究に大きな貢献をもた
らすものである。 
 
(2) マイノリティへの眼差し 
さらに、このようにして構築されたデータ
ベースを元にして、研究論文、発表などを通
して、ユダヤ教の中の「マイノリティ」の扱
い、そして人間観から学べることを社会に提
言することも、本研究の大きな目的である。 
具体的には、「人間観」をユダヤ教の中核に
据えて研究する以上、膨大な文献の全てが
「ユダヤ教の人間観」に関わってくるであろ
うことは避けられない。ともすれば曖昧な
「人間」の概念を取り扱うための視座を、予
め画定しておく必要がある。 
 本研究を特徴付けるのは、ユダヤ教の人間
観を人々の間の差異から解き明かしてゆく、
という視座である。人々を差異化するユダヤ
教の諸観念、とりわけ、ユダヤ共同体内部に
おける諸種の政治的・社会的マイノリティの
取り扱いにおいて、ユダヤ教が人間をどれほ
ど多様に理解しつつ、それをひとつの体系の
なかに包含していったかが明らかになる。こ
のことは、現代社会の諸問題を理解するうえ
でも示唆に富む視点であるといえる。 
この点はまた、長い歴史を通じて社会的マ

イノリティであり続けてきたユダヤ共同体
が、内部にマイノリティを抱え込むという興
味深い現象を析出することで、マイノリティ
理論一般に対しても大きな貢献をなす筈で
ある。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、大別して(1)構築された
データベースそれ自体と、(2)データベース
の構築過程で明らかになった人間観の提示
に分かれる。 
 
(1) 構築されたデータベース 



 「ユダヤ教の人間観」に関して、これまで
に本研究が蓄積してきたデータは、主として
以下の５つの文献群から抽出された。 

a. ヘブライ語聖書 
b. ミシュナ 
c. タルムード 
d. マイモニデス(中世哲学) 
e. 近現代ヘブライ語文学 

 ユダヤ教が人間をとらえる際の様々な言
明をこれらの文献から抽出すると共に、個々
の言明が関わる人間の差異化の基準をカテ
ゴライズし、タグとして個々の文言に付加す
る形で MySQLデータベースが構築されている。 
 データの参照に際しては、 

（i） 文献群を単位としたブラウズ 
（ii） 個々のタグをキーとした検索 

という二つの方法を用いることができる。 
 基礎となるデータはヘブライ語・アラム語
のユダヤ文献の原典であり、個々のデータに
対して可能な範囲で英訳・和訳を付加するこ
とで、言語的基礎のない閲覧者にも個々の文
言の内容が把握できるよう、配慮している。 
 構築されたデータベースは、現在直面して
いる技術的・制度的な問題が解決され次第、
公開する予定である。 
 技術面の問題の第一は、データベースのシ
ステムそのものに関わる。上記 a、b、cに関
しては相当量のデータがすでに Web上のシス
テムにアップロードされているが、d、eは上
記 3つの文献群からの引用も多く、データベ
ース・システムそれ自体を文献の相互参照性
(インターテクスチュアリティ)に即したも
のに改良しなければなるまい。 
 また、宗教とマイノリティというセンシテ
ィヴな問題を扱うだけに、クラッキングに対
してある程度の備えをする必要もある。高度
に専門的な攻撃に対しては手の施しようも
ないが、SQL インジェクション等、比較的容
易に行いうるものによってデータベースが
いたずらに破壊されないよう、方策を考えな
ければなるまい。 
 制度面での問題としては、近現代のヘブラ
イ語文学と古典文献の英訳・和訳に関して、
知財権上の問題を解決する必要がある。 
 研究助成そのものは平成 24 年度をもって
一度終了するが、研究代表者個人の課題とし
てこれらの問題の解決に努め、可能なかぎり
早期にデータベースを公開してゆきたい。 
 
(2) 5 年間にわたるデータベースの構築過程

で明らかになったユダヤ教の人間観 
2008 年度は、ヘブライ語聖書の「人間」に

関わる言説を収集し、同時にどのような術語
が検索用語となり得るかを考察した。その過
程で、ヘブライ語聖書自体に、様々な人間の
分類に関わる言説、術語が多数含まれること
が注目された。これは特にこれまで指摘され

ることなかったが、ギリシア神話、ヴェーダ
神話など、神々の世界での神々の関係が主題
となる他宗教の聖典と比較すると、ヘブライ
語聖書自体が人間への関心、人間社会の分類
に強い関心を示していることの証左となろ
う。また、「人間への関心」「神々の関係性」
という視座から、宗教学でも進展の見られな
い聖典比較研究の分析軸となることが示唆
された。 
2009 年度より、ラビ・ユダヤ教文献の様々

な文献からのデータ入力を開始した。独自に
作り上げたウェブ上のデータ入力フォーム
での入力が開始された。特に現在のユダヤ教
のベースとなるラビ・ユダヤ教文献の中でも、
生活、慣習の法規に関わる分野の文献（ハラ
ハ―）からのデータ収集に尽力した。また、
データ入力フォームは、ヘブライ語、英語、
日本語の 3言語によるものであり、多々のト
ラブルも発生し、それらをその都度解決しな
がら進めた。 
データ入力フォームを設計する過程で、ラ

ビ・ユダヤ教文献の様々な文献の章・節数を
計上する必要があった。これにより副次的で
はあるが、ユダヤ教文献の関心の相違（タナ
イーム時代からアモライーム時代にかけて、
神殿祭儀に関わる部分の章数よりも、人間に
関わる部分の章数が拡大されること）が観察
されることとなった。 
ラビ・ユダヤ教文献の中でもその中核とな

るミシュナについての入力、またタルムード
における「マイノリティ」についての言説の
収集につとめた。こうして蓄積されたデータ
から、特に「聴覚障害者、知的障害者、年少
者」についてのデータに基づき、分析を行っ
た。その結果、ラビ・ユダヤ教では、想定が
可能な限りの事例について、とことん議論尽
くすラビ・ユダヤ教ならではの議論システム
のために、障害者でも健常者になりうる可能
性が議論の中で想定されることが分かった。
その結果、障害という状況を固定化させず、
たとえ、障害をある時点で有していても、そ
の人物の可能性を閉ざすことのない社会の
ベースを形成することになったのではない
かと推察された。 
2010・2011 年度もデータ入力を進め、特に

「祭司」「預言者」についての言説が多く収
集された。その結果、通常、近現代のユダヤ
学が理想とし、ラビたちの営為をそこに重ね
た「預言」「預言者」の営為を、ラビ・ユダ
ヤ教自体は、それほど評価していないこと、
むしろラビたちは「祭司」的系譜に自分たち
を連ねようとしていることが伺えた。これは、
近現代ユダヤ学のイデオロギーによるラ
ビ・ユダヤ教文学像の形成という新しい問題
につながる。 
最終年度である 2012 年度は、データベー

スの整備、完成と研究成果のアウトプットが



目標となった。ユダヤ教文献の真髄を占める
ミシュナ、ミドラシュ、タルムード等につい
ては、ほぼ完成に近づいた。ただし、ウェブ
上のデータベースにはシステム改良の必要
があったので、エクセルやワードの形でデー
タを蓄積した。近い将来、データベースの改
良が図られれば、一括してデータベースにデ
ータを移すことが可能である。特に、子ども、
女性、家族関係の用語についてのデータが充
実してきた。中世のマイモニデスについては、
「迷える者への手引き」を中心に、預言者、
祭司についての術語を収集した。また、現代
ヘブライ文学についてのデータの収集も進
み、広くユダヤ教文化を射程入れたデータベ
ースの構築が進んだ。 
 
(3) 研究成果の発表と今後の展望 
研究代表者は、本研究課題を推進するうえ

で、ユダヤ学に携わる海外の研究者らとも密
接な協力関係をもちながら、ユダヤ・マイノ
リティに深く関係する研究成果を、数多くの
論文や図書の形で、国際的な舞台で発表して
きた（次項「主な発表論文等」を参照）。 

これらの多くは、中世のスペインや中東に
おいて、イスラームやキリスト教という当時
の二大マジョリティ社会の中でマイノリテ
ィとして生きていたユダヤ人たちが生み出
した文学作品（宗教詩や世俗的散文など）に
関する研究である。これらのテクストにおい
ては、マジョリティ文明への憧憬と、自らの
宗教的・民族的アイデンティティを保持する
必要性との間での葛藤に苦しむ、当時のユダ
ヤ人たちの姿を垣間見ることができる。 

興味深いことに、これらの文学作品におい
ては、ユダヤ社会内部に存在する様々なマイ
ノリティや彼らに関する細かいユダヤ教の
法的規則といったテーマが、しばしば好んで
扱われていることが分かった。ユダヤ民族自
体がマイノリティとして生きていくための
知恵として、ユダヤ社会内部に存在するマイ
ノリティへの関心を増大させることで、逆説
的に自らのアイデンティティを保持しよう
としてきた、ともいえるのではないか。 

さらにこれらのテクストは、いずれもカイ
ロ・ゲニザ文書といった中世の写本を直接解
読し、解釈・分析したものを校訂版として発
表したものであり、世界のユダヤ学界の中で
も、極めてオリジナルな研究成果として高く
評価されている。 

また、本研究に携わった研究協力者らも、
その成果を多方面で発表している。2009 年度
に京都大学特定研究員として本プロジェク
トに従事した勝又悦子は、聖書では「預言者」
とされるエリヤが、タルグム（アラム語訳聖
書）では「祭司」と称され、ラビ文献中では
「預言者」「祭司」と称されることに注目し、
これらの資料を厳密に検証し、各文献での

「預言者」「祭司」観について議論した。こ
の考察は、ユダヤ社会、思想史上において重
要な層である「預言者」「祭司」がどのよう
に受容されたかに関するものとして重要で
ある（Etsuko Katsumata, Lambert Academic 
Publishing, Priests and Priesthood in the 
Aramaic Targums to the Pentateuch, 2012）。
また、2009 年度にカナダから招へいし、京都
大学にて本プロジェクトの推進に協力した
Thomas Hentrich は、ヘブライ語聖書におけ
る身体障害者に関する研究成果を図書とし
て出版した（Thomas Hentrich, Saarbrücken: 
SVH-Verlag, “Abgestempelt” Religion and 
People with Disabilities in the Ancient 
Near East, 2013）。 
最後に、本研究で構築したデータベースを

十分に活用したうえで、ユダヤ教の人間観に
関して、本プロジェクトの成果を総括するよ
うな日本語による図書の執筆も現在続けて
いるところであり、こちらも早期の出版を目
指す。 
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